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2.1.4 人口分布 
 

▨ 2.1.4では、当地域の人口分布について示します。 

 

(1) 総人口 

▨ （現在）帯広市周辺に人口が集積している状況が窺えます。 

▨ （現在）その他のエリアでも、国道や鉄道沿線への人口が集中しています。 

▨ （将来）帯広市から距離的に遠い地域においては、令和 2 年（2020）に比べて居住地点

数が減少していくことが予想されています。 

▨ （将来）帯広市周辺への集積は見られますが、周辺部で減少が見込まれます。 

 

［現在：令和2（2020）年］ ［将来：令和22（2040）年］ 

  

図：総人口分布_令和２（2020）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 

図：総人口分布_令和 22（2040）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成 

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 
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(2) 高齢者人口 

▨ （現在）高齢者人口も総人口と同じく、帯広市周辺に集積している状況が窺えます。 

▨ （現在）全体の分布の形状も、概ね総人口と変わりがないことが分かります。 

▨ （将来）帯広市から距離的に遠い地域においては、令和２（2020）年に比べて高齢者人

口が減少していくことが予測されています。 

▨ （将来）帯広市周辺（1 市 3 町：帯広市・音更町・幕別町・芽室町）では、高齢者人口

は増加する見込みです。 

 

［現在：令和2（2020）年］ ［将来：令和22（2040）年］ 

  

図：高齢者人口分布_令和２（2020）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 

図：高齢者人口分布_令和 22（2040）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成 

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 
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(3) 高齢者比率 

▨ （現在）高齢者比率の高い地点は、帯広市周辺以外に広く点在している状況が分かりま

す。 

▨ （将来）令和２（2020）年に比べて、帯広市周辺でも高齢者比率が増加していくことが予

想されています。 

▨ （将来）当地域の東側では市街地での高齢者比率の増加が顕著となる見込みです。 

 

［現在：令和2（2020）年］ ［将来：令和22（2040）年］ 

  

図：高齢者比率分布_令和２（2020）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 

図：高齢者比率分布_令和 22（2040）年 

出典：「国土数値情報（1km メッシュ別将来人口（平成 30

（2018）年国政局推計））」（国土交通省）をもとに作成 

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 
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2.1.5 施設立地状況 
 

▨ 2.1.5では、当地域の各種施設の立地状況について示します。 

 

(1) 教育施設 

▨ 大学や専門学校などの高等教育施設は、帯広市周辺に集中しています。 

▨ 中札内村、豊頃町、陸別町、浦幌町には、高等学校が立地していない状況です。 

 

 
※赤字表記は帯広市内に立地する施設を示す 

図：教育施設立地状況 

出典： 「北海道学校一覧（令和 3（2021）年度）」（北海道教育委員会）をもとに作成 

（https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/chousatoukei/gakkou-ichiran/gakkou-i.html） 
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(2) 医療施設 

▨ 二次救急医療機関は、帯広市に集中しているものの、概ね十勝全域をカバーするように立地し

ています。 

▨ 一方で、浦幌町と豊頃町には、二次救急医療機関が立地していない状況です。 

 

 
図：医療系施設立地状況 

出典：「コード内容別医療機関一覧」（北海道厚生局）をもとに作成（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 

 

※二次救急とは、入院治療や緊急手術を必要とする患者に対する救急医療のことです。一次救急は、入院の必要がなく帰宅可

能な軽症患者に対して行う救急医療を示し、三次救急は、一次救急や二次救急では対応が困難な重篤疾患等に対する救

急医療を示しています。  
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(3) 商業施設 

▨ 大型商業施設の立地は帯広市のみとなっています。 

▨ 食品スーパーや商店・コンビニはいずれの市町村にも立地していますが、徒歩圏に立地していな

い地域も多い状況です。 

 

 
図：商業施設立地状況 

出典：「ｉタウンページ掲載施設」をもとに作成（https://itp.ne.jp/） 
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(4) 娯楽施設 

▨ 娯楽施設の立地は帯広市に集中しています。 

▨ 帯広市以外には、パチンコ店が数件立地しているのみとなっています。 

 

 
 

図：娯楽施設立地状況 

出典：「ｉタウンページ掲載施設」をもとに作成（https://itp.ne.jp/） 
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(5) 観光関連施設 

▨ 当地域の観光スポットの所在地は、圏域全体に広く点在しています。 

▨ 宿泊施設は、帯広市街地や十勝川温泉・ぬかびら源泉郷に集中しています。 

 

 
図：観光関連施設等立地状況 

出典：「国土数値情報（道の駅、自然公園データ）」（国土交通省）、「とかちであそぶ観光マップ（令和元年度版）

（観光施設）」、「十勝観光連盟公式サイト「とかち晴れ」に掲載の施設」（十勝観光連盟）をもとに作成

（https://tokachibare.jp/） 
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2.1.6 人の動き（通勤・通学・運転免許・観光） 
 

▨ 2.1.6では、当地域の人口流動や観光実態について示します。 

 

(1) 通勤流動 

▨ いずれの市町村でも、市町村内での流動が最も多い状況となっています。 

▨ 帯広市に隣接する音更町、幕別町、芽室町では、町内流動と帯広市との流動が比較的拮抗

している状況が窺えます。 

▨ その他、音更町と幕別町間の流動も多い状況が分かります。 

 

 

図：人口流動図（通勤） 

出典：「国勢調査（令和 2（2020）年データ）」（総務省統計局）をもとに作成（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 
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(2) 通学流動 

▨ 帯広市内および帯広市と帯広市近郊の町村の流動が多い状況が窺えます。 

▨ 帯広市に隣接する音更町、幕別町、芽室町では、町内流動よりも帯広市との流動の方が多

い状況となっています。 

▨ 帯広市から距離的に離れている豊頃町、浦幌町、広尾町、大樹町では帯広市との流動が少

ない状況となっています。 

 

 

図：人口流動図（通学） 

出典：「国勢調査（令和 2（2020）年データ）」（総務省統計局）をもとに作成（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html） 
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(3) 運転免許返納者数の推移 

▨ 北海道全体の運転免許返納者数は、この十数年で大きく増加し、令和元（2019）年度に

は、10年前の 20倍近い返納者数となっています。 

▨ 一方で、令和元（2019）年度から令和 3（2021）年度にかけて免許返納者数は減少して

おり、この傾向は十勝地域においても同様の傾向が窺えます。 

  

 
図：北海道の運転免許返納者数の推移 

出典：「北海道の運転免許証自主返納件数」（平成 21（2009）年度-令和 3（2021）年度））」（北海道警察本部）をもとに作成 

（https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/sub_menu/04_koutuu.html） 

 

 

図：十勝地域の運転免許返納者数の推移 

出典：各市町村所管警察署提供資料をもとに作成 
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(4) 観光入込客数 

▨ 当地域への観光入込客数は、8月のグリーンシーズンがピークとなっています。 

▨ 新型コロナウイルス感染症の影響が生じる前後では、年間の観光入込客数が 3 割減少してい

ます。 

▨ 道内外の比率は道内客の方が多く、新型コロナウイルス感染症の影響が生じる前後では道内

客の割合が 1割増加しています。 

▨ 日帰り/宿泊の比率は日帰り客が多く、新型コロナウイルス感染症の影響が生じる前後でその割

合はほとんど変わっていません。 

  

 

図：十勝管内の月別観光入込客数 
（平成 30（2018）年度） 

 

図：十勝管内の月別観光入込客数 
（令和 3（2021）年度） 

 

図：十勝管内の入込総数の道外・道内割合 

（平成 30（2018）年度） 

 

図：十勝管内の入込総数の道外・道内割合 

（令和 3（2021）年度） 

 

図：十勝管内の入込総数の宿泊・日帰り客割合 
（平成 30（2018）年度） 

 

図：十勝管内の入込総数の宿泊・日帰り客割合 
（令和 3（2021）年度） 

出典：「北海道観光入込客数調査報告書」（経済部観光局観光振興課）をもとに作成 
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(5) 訪日外国人宿泊者数 

※訪日外国人宿泊者は新型コロナウイルス感染症の影響が生じる前後で大幅に減少しているた

め、新型コロナウイルス感染症の影響以前のデータを掲載しています。以下、新型コロナウイルス

感染症の影響以前の状況について述べます。 

 

▨ 訪日外国人宿泊者の当地域への訪問ピークは 2 月となっており、その前後の 1 月・3 月とグリ

ーンシーズンの 7月・8月が次いで多い状況です。 

▨ 宿泊者の主な国籍は、台湾が 43%と突出して多く、次いで、中国、香港、韓国と東アジアから

の訪問が多い状況です。 

  

 
図：十勝管内の月別訪日外国人宿泊者数（平成30（2018）年度） 

 

 
図：十勝管内の国別訪日外国人宿泊者数（平成30（2018）年度） 

出典：「北海道観光入込客数調査報告書」（経済部観光局観光振興課）をもとに作成 
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